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今だから言いたい


 私にとっての旅とは、見たことをないものを見て、知らないものを知るということが主たる目的です。もちろん食べること、飲むことも旅のエッセンスではありますが、少し離れて自分を俯瞰し、自分が日々生活している場所から離れ、異空間の中で自分の内面を見つめなおすチャンスを手に入れるためという目的が大きく心を占めています。例えれば、白の中で白を識別することは大変難しいのですが、赤の中に白い丸があれば、容易に判別することができます。つまり日常、日本の中にいると、自分が日本人であるということを意識する機会は、なかなかありませんが、外国へ旅行してみると、周りの人達は外国人であり、自分は異国を旅する日本人であることを簡単に意識することになります。カタコトの現地の言葉で道を訪ねたり、スーパーマーケットで買い物をするときなど、違ったシステムや慣習に「へー、この国ではそうなんだ」と戸惑い、感心することも多いです。日本では「これが常識で当たり前」でも、違う国では「それは違って通じない」、この日本と外国の違いを生活するレベルでリアルに理解できる貴重な場と言えるのが海外旅行です。 
 [image: これがパリという雰囲気のモンマルトルの街角 ※フランス　パリ]

聞くと見るとは大違い、百聞は一見にしかずなどと言いますが、写真で見るのと実際にその場に立ってみることもまた然りです。 
 
 
 



パリの格安ホテル事情


 　私はヨーロッパを旅行するときには、できるだけ安い予算で過ごす工夫をしています。安い予算というよりは、ケチケチ旅行といったほうが似合っているかもしれません。というのも初めての海外旅行で徹底的に節約しなければならない状況だったからです。この経験がその後の旅のスタイルを決定したと言っていいのかもしれません。 
 　私が初めてしたケチケチ旅行一人旅は、フランスでした。パリのシャルルドゴール空港に到着した私はタラップの外に雪がちらついているのに驚きました。九州では3月といえば桜が咲く季節です。雪とはあまり縁がない南国育ちの私は、しみじみ「遥か彼方まで来たのだなぁー」と少し心細くなりました。今回の渡欧は、テレビ東京の「なんでも鑑定団」に出演されていた岩崎宏昌さんが主宰する「世界ケチケチ旅行研究会」のツアーに同行して、格安のチケットでヨーロッパまで飛ぶ片道旅程の旅です。 
 　パリ郊外のシャルルドゴール空港に到着し、生まれて初めて入国審査を受け、RERでパリ北駅まで移動し、メトロを乗り継ぎ、ムーランルージュ(サンラザール駅)近くのREXホテルという、当時の岩崎さんの常宿に宿泊しました。そのツアーには20名ほどの人が参加していて、海外を旅行する際の基本的な注意点をアドバイスしてもらい、3日間の研修で旅の中で遭遇する危険を回避する旅塾現地セミナーを受けます。 
 　初めての外国ですから、戸惑いながらも見るもの聞くものすべてが新鮮です。駅からホテルまでの道すがらも、周りの景色に気を取られて、つい足元に気をつけていなかったため、犬の糞を踏んでしまいました。すると後ろを歩いていた岩崎さんが「フランスの諺に、犬の糞を踏むと良いことが起こると言われていますよ。」とフォローしてくれましたが、気分はかなり落ち込みました。意外なことに国際都市と言われながらも、パリの道にはアチコチ犬の落し物があり、これじゃ、運が良くても悪くても、きっとふんづけるなと思いました。 
 パン屋さんのショーウィンドウに窓を拭くマネキンが飾っているのを見て、かなりリアルなマネキンだなと感心して、よく見ると本物の人間でびっくりしたりもしました。とてもきれいな女性で「マネキンのモデルって、きっとこんな人なんだろうな。」と感心したものです。それはさて置き、世界に冠たる国際観光都市のパリには、多くのホテルがあります。パリと言わずヨーロッパのホテルにも言えることですが、エントランスの門構えから設備にしてもピンからキリまであります。日本の場合、ほとんどがビジネスホテルのようなシステムで、ある程度の清潔さと近代的な設備が大多数ですが、パリにはきれいでこじんまりした貧乏旅行人お勧めの1000円代の星なしホテルから、一泊数十万の5つ星の高級ホテル（フランス国内では４プラス））までランク付けされています。ランク付けの根拠は、部屋にトイレが付いているか、風呂があるか、それともシャワーか、お湯と水が出るか、エレベーターが付いているか部屋数がどのくらいあるかなど様々な条件で区分されています。ランク付けは、法律によって定められていて、その基準に達しなければ、星なしのホテルということになります。お金が少ない旅行者にとっては、星なしホテルはありがたい存在ですが、麻薬の取引や外国からの違法入国者のたまり場となっているホテルもあり、旅行の初心者にはあまりおすすめできないかもしれません。とは言えホテルを贅沢に選べる状況でもなかった私は、30フランスフランほどのホテルに宿泊したのが常です。私が旅行していた１９７９年当時は、通貨はユーロではなく、フランスフランでした。為替レートは、1フランスフラン≒40円くらいでしたから、日本円に換算すると1200円程度の安宿ということになります。予算に似合ったホテルが選べるという点では、旅行者にとって助かるシステムです。 
 [image: 安ホテルと螺旋階段はお約束]

同じホテルでも安い部屋は螺旋階段をひたすら登った先にある。 
 ※フランス：パリ 
 
 
 




旅先のちょっと工夫


 　海外旅行の費用を安く抑えつつ、旅の思い出になるプラスアルファな出来事があれば、同じ街を訪れたとしても、旅行社が企画する格安なパックツアーよりワンランク上の観光旅行をすることができるはずです。たとえば旅行自体は、格安パックツアーに参加しかできないなぁ～という人でも、少し工夫すれば、思い出に残るちょっとした冒険ができます。たとえば、ちょっとしたオプション外食をおすすめします。海外パック旅行中に添乗員なしでレストランに入るなんて無理と考える人もいるでしょうが、旅行中、特に海外への旅行では、飛行機の機内で出される料理を食べる、あるいは、パック旅行でコースに組み込まれたレストランなどで限られたメニューから食べたい料理を選んで注文することしか、想定していないかもしれませんが、発想の転換です。オプションで朝食は断っておくのです。そして、朝食を外食にして、クロワッサンとカフェオーレといったあまりお財布の負担にならないメニューにするのです。ホテルの中では、宿泊客用のサービスということで、旅行者用のそれなりにメリットのある価格設定になっています。基本的にはパック旅行で宿泊するホテルは、安全で危険性が少ない地区が選ばれています。ホテルの周辺に、年金暮らしのお年寄りが新聞を読んでいるような街角のカフェがあれば、安全度はかなり高いと言えます。ホテルに到着後、正面玄関の両サイドをなにげなく観察してみましょう。そのようなカフェでは、ホテルの半額程度の値段で同じ内容の食事をすることができるはずです。というのもヨーロッパの人たちにとって、レストランで食事をするということは特別であり、日頃は近所の行き慣れたカフェが経済的で、気軽に食べられるカフェが必ずあります。よく考えてみると日本においてもホテルのカレーライスは、街中のカレーショップと比べてみると高い値段で出されています。パック旅行は、観光も食事もおみやげを探すのも全てセットになっているので安心安全ではありますが、時間とお金をかけて海外旅行に出かけるわけですから、少しは、自分たちのオリジナリティーの部分があっても良いのではないでしょうか。日本のモーニングセットと同程度の予算で、地元の朝食を食べてみれば、その土地の人々や文化について、より親しみもわくのではありませんか。 
 [image: 【街角でチェスを楽しむ：スイス・ジュネーブ】]

これほど大きなチェス盤でチェスを楽しむ姿はヨーロッパならではないでしょうか 
 ※スイス　ジュネーブ 
 
 
 




旅先で家食


 　旅行業界の業績の伸び悩みも手伝って、旅行会社もかなり大胆な格安パック旅行を売り出しています。世界を巡る敷居が低くなった海外旅行ですが、と言って大名旅行というほど予算に十分な余裕がないという人にとっては、できれば旅行先での出費は抑えたいものです。ここでひとつの提案として、ちょっと家食（正確には部屋食？）をはいかがでしょうか。旅先で家食など夢にも思われないかもしれません。パック旅行には、食事代金も含まれている場合が多いのですが、一食ぐらいは夕食を、ホテルの自分の部屋でとってみるのも良いのでは？ということです。というのも日本も含めてホテルは、ほとんどが街中の宿泊客やビジネスをする人にとって移動が便利な場所にあります。したがってその周辺には、仕事で忙しい人達のためのデリカデッセン（お弁当屋さん）があります。透明なプラスチックのお弁当箱に入っているメニューもありますから、選び間違えもありませんし、テイクアウト用のお弁当タイプのものでしたら、食事のためのスプーンやナイフが付いている場合が多いのですからとても便利です。しかも舌の肥えたビジネスマンや地元民を相手に生き残っているお弁当屋さんですから、確率的に味は良い可能性が高いです。パック旅行でも外食に出向いて食べることもありますが、添乗員さんから時間制限を受けて、時間内に食べ終えなければならないので、なかなか落ち着いて食べられないことが多いのが実情です。それならば、旅友とあるいは夫婦・家族水入らずで、自分たちが宿泊するホテルの部屋でゆっくり心置きなく、家食すれば、きっと良い旅の思い出にもなるはずです。お店によっては紙製やビニール製のテーブルクロスを手に入れることもできます。ちょっとした演出をすればSNSにアップする構図の出来上がりです。あっ、そうそう、ワインやデザートなどもデリカデッセンで手に入れることもできますから、一緒に買い求めれば、オリジナルのフルコース食事にもなります。 
 [image: 列車のコンパートメントでくつろぐ：コペンハーゲンに向かう列車]

今では日本と同じ座席がズラッと並ぶ客車になってしまったけれど、当時のコンパートメント列車は、さしずめ動くリビングのようだった。 
 ※コペンハーゲンに向かう列車にて 
 
 
 




旅先で手料理


 パックの海外旅行も予定をこなしていくと、だんだん現地の食事に食べ飽きることがあります。日本人は、とても野菜好きですから、肉中心の料理が連日続くとつらくなってきます。ちょっと自分で料理を作って食べたいなぁーと思っても、ホテルに宿泊すれば、室内ではせいぜいタバコを吸う時の火ぐらいしか許されていません。コンロなど持ち込んでの自炊などとんでもないことですが、ちょっと工夫するだけで、意外と楽しいホテルで自炊を楽しめます。最近は、往復の旅費プラスホテル宿泊料のみの自由なパック旅行もかなり増え、食事は朝食のみで昼食と夕食はご自身で、というかなり融通の聞くプランもあります。ついつい「それでは、添乗員さんオススメのレストランを教えて下さい。」という流れになりがちですが、なんだかそれでは与えられるだけの旅行になってしまって、つまりません。そこで晩ご飯を自室で作るというオプションはいかがでしょうか。まず昼間に宿泊している場所からそう遠くないところにあるスーパーを見つけておきます。中規模以上のスーパーであれば、ほとんどの食材も食器も品揃えされています。まず前菜のサラダは、生鮮食品コーナーに行きましょう。なんといってもヨーロッパなどの野菜売り場は、野菜の色を十分演出した陳列で目を楽しませてくれます。今は海外でも数種類の野菜をパック詰めしたサラダがあります。ハムやチーズ、パンにしても日本とは比較にならないくらい安い食材が色々あります。プラスチック皿やフォークやナイフもパーティー用のコーナーを探せば見つかるでしょう。もちろん地元のお酒は、安いですからお酒好きの人は、一石二鳥です。ただし、飲み過ぎにはご注意ください。 
 [image: 【皿洗いのバイトをするデンマーク・コペンハーゲン】]

このユースホステルは、スカンジナビア縦断の計画を練るのに数日逗留した。その際、ここで働いてる日本人と入れ替わりで潜りのバイトをした。ありがたかったのは、賄い付きで食費が浮いたこと。従業員も気さくで良い旅の思い出になった。 
 
 
 




ボルドーワインを地元で飲む


 円高で海外旅行のメリットが大きくなっています。たとえば今までフランスで10ユーロしたワインがあったとしましょう。1ユーロが140円だとすると、日本円で1400円ということになります。それが円高で1ユーロが100円になると、まったく同じワインが、1000円になって、ユーロ圏を旅行するときは、常にどこでも30％引きということになりますから旅行者にとっては、ありがたい話です。 
 日本では高級ワインであっても、地元に行くと意外と庶民的なワインだということは、少なくありません。フランスのボルドー地方は、歴史のあるワイン生産地です。世界的にも名前の知られた地域ですから、ブランドワインとして、かなりの高級ワインとして日本でも認知されています。日本ではチョット値段が高いために、値段の安いスペイン産や南アフリカ産、チリ産のワインに手がつい伸びてしまいます。 
 たまたま旅行でボルドーに立ち寄った際に破格といってもいいくらい激安のボルドーワインを手に入れたことがありました。おみやげに100本買ってもまったく問題ない価格です。失礼な話とは思いつつも、気のおけない人になら値段を教えてもいいかもしれません。「これ、いくらしたかわかる？」と率直に聞いてみましょう。味を見てもらってから、白状するのがポイントになるでしょう。答えは2ユーロです。ということは、おおよそ200円です。私も現地で購入するときに信じられなかったのですが、ボトルの裏のラベルを確認すると確かに正真正銘のボルドーワインです。どうやって入手したかと言えば、実はスーパーのワゴンセールだったのです。そのスーパーはさすがワインのお膝元だけあって、ワイン売り場のコーナーは、およそ30メートルの長さで2列もあり、色の違いがわかりやすいロゼの場所には、薄いピンク色から限りなく赤に近い色まで様々な色のロゼが並び、しかもそれぞれが独自のボトルを使っているため、ワインの博物館にいる錯覚に陥ってしまいました。2ユーロのロゼばかりでなく、高いものは150ユーロ≒15000円まで、それぞれの懐事情に応じた選択ができて楽しいまったくワイン好きにとっては、天国のようなところです。 
 もし友人にこのワインをおみやげに買っていくと、「俺たちの友情を値段にすると2ユーロか！」とムッとする人もいるかもしれませんが、しっかり本場のワインを楽めるとすれば、全員納得のおみやげになるはずです。「お上り旅行なんて…」と少しバカにしていたワインの本場であるボルドーへの旅でしたが、行ってみないと分からない本場の素晴らしさが改めて実感することもあるのですね。 
 [image: 【春浅いコンコルド広場フランス・パリ】]

日差しは春なのだがパリは高緯度であるため、５月でもジャケットが手放せない。コンコルド広場はシャンゼリゼ大通りの起点でもある。 
 
 
 




カルカッソンヌを見て死ね


 カルカッソンヌを見て死ね（フランスのことわざ） 日本でも江戸時代には、お伊勢参りや四国巡礼の旅など死ぬ前に行ってみたいというあこがれの場所がありましたが、同じようなあこがれの地がフランスにもあります。カルカソンッヌ (Carcassonne) は、古代ローマ時代に要塞都市として建設されたフランス南部の都市です。このカルカソンッヌという街の名前の云われは、1000年以上も前までさかのぼります。8世紀から9世紀に西ローマ皇帝でったカール大帝が、この都市を征服しようと試みました。しかし古代ローマ時代から外敵に備えて計画的に作られた城塞都市であるシテ（今の旧市街）の守りを崩すことはできませんでした。カール大帝が退却するときに、この街を治めていたカルカス (Carcas) が勝利の鐘を鳴らした (sonner) ことに由来します。籠城していた当時、腸詰や豚、雑穀などの材料を大鍋に入れて煮込んだいくさの料理であるカスールは、今では観光客に郷土料理として提供されています。現在カルカッソンヌは、ラングドック＝ルシヨン地域圏に属するオード県の県庁所在地となっています。芸術的なデザインで創られたこの街は、旧市街のシテとオード川をはさんで拓かれた城下町の2区域に分かれています。南フランスの雄大な平原に佇むカルカッソンヌは、フランス人にとっては一度は訪れてみたい観光地として人気があり、パリやボルドーと並び、一生に一度は行ってみたいと皆があこがれている街のひとつです。一時期は、城塞が荒廃したこともありましたが、19世紀に修復され、1997年に旧市街地は、「歴史的城塞都市カルカソンヌ」としてにユネスコの世界遺産にも登録されています。日本では、同じフランスの世界遺産であるモン・サン・ミッシェルほどは知られていませんが、南フランスへ観光する機会があれば、ぜひ訪れてみたいおすすめの街です。 
 [image: 【世界遺産の風格が素晴らしい　フランス　カルカッソンヌ】]

初めてカルカッソンヌの旧市街のシテ地区を見たときは、世界遺産の風格に圧倒された。シテの内部には、お土産屋やレストラン、人も住んでいる。世界遺産の中に住む気分ってどんなもんだろうね。 
 
 
 




ユーロは便利な通貨


 ヨーロッパ国境を超える通貨 
 日本は島国ですから、国境を超えるとなると、飛行機か船でなければ外国にはいけません。そのため外国旅行という表現よりは、海外旅行という方が馴染みがあります。外国へ旅行に行くという表現よりは、はるかに海を超えて異国に行くという方が、ロマンチックな表現で受けがいいのかもしれません。ヨーロッパの場合、隣の国へ行くには、徒歩でも自転車でも国境線をまたぐだけで外国に行けるというシチュエーションです。もちろん国境を超えれば、言語が違いますし、統治する政府も違います。しかし、国境近くの街では、隣国同士の言語が当たり前のように使われ、スーパーに行けば、両国の商品が仲良くならんでいます。国境が陸続きということで、相互に侵略しあうというデメリットはありますが、それと同等あるいはそれ以上のメリットがあることも確かです。ユーロ経済圏ができる以前は、国境でのパスポートの検閲や通貨を両替する必要もありましたが、いまは、ユーロ圏17カ国の共通通貨の登場によって、シームレス、ボーダレスの流通が確立したので、住む人にとってはもちろんのこと、旅行者にとっても大変便利な国境移動になったと言えます。ただし、ギリシャの国家レベルの経済破綻や、イタリアやスペインの銀行の金融危機によって、同じ通貨を使うことのヒズミも問題となっていますが、ドイツからギリシャまで両替することなく移動できますから、それぞれの国の物価を比較するには、いちいち日本円に換算する必要もなく、ユーロに統一されているメリットは旅行者にとっては大変大きいです。 
 [image: 【今は懐かしいフランスフラン】]

フランスフランの紙幣を初めて見て触ったときは、薄くてペラペラでとてもじゃないが、日本の自動販売機では使えないなというのが実感でした。しかもかなり使い込まれている紙幣もあり、ズバリ紙くずみたいな様子にびっくりした。 
 
 
 




秘密のリゾート


 日本人にはまだ馴染みがない秘密のリゾート 
 円高不況ではありますが、その逆に海外旅行にとっては追い風になります。特にヨーロッパは、パリ、ロンドン、ローマなど歴史や文化などの伝統、もちろん素晴らしい食もある魅力的な観光地が多くあります。南フランスといえば、ニースやマルセイユ、プロバンス、モナコなど有名な観光地を思い出しますが、日本でも人気があるということは、世界中の旅行者にとっても一度は訪れてみたい場所でもあります。そうなるとバカンスシーズンには、大変な人ごみとなってしまい、せっかく旅行に来たのにゆっくり観光もできないといった事になります。そこでオススメしたいのが、地中海沿いの観光地ではない小さな町です。その理由をお話しましょう。地中海の気候は、冬は雨が比較的多いものの、それ以外の季節は、空気が乾燥して大変過ごしやすいという特徴があります。そのため地中海沿いには超有名なリゾート地が連なっています。しかしちょっと視点を変えると、有名なリゾートの街でなくても、同じ気候帯であれば、条件は同じわけですから、その街にこだわる必要はないのです。逆に観光地から外れている方が、その地方のそのままの姿を見ることができ、外国を訪れた異国情緒を味わえることは十分できます。特に見るべき観光名所ものもないのにわざわざ行く必要があるのかと思われる人もいるでしょうが、旅とは日常から一歩離れて違う空気の中で過ごすことが大きな目的なのですから、有名観光地巡りばかりが海外旅行ではありません。もちろん地元のおいしい料理も外せません。小さな町には三星のレストランはないでしょうが、地元の人達が日頃食べている普段の料理を食べることは、有名な聖堂や絵画を見ることと同じくらい貴重な感動を与えてくれるはずです。 
 [image: 【ここは超メジャーなリゾート：フランス・ニース】]

フランスは個人主義の国だから、道で泣き叫ぶ人がいてもビーチで何もつけない人がいても自分がしたいなら人の目を気にしない。ビーチ沿いを散歩中の人は、上から何もつけていない人を覗き込んで楽しむ。 
 
 
 




B級グルメの中心の都


 みなさんパリといえば何をイメージされますか？パッと頭に浮かぶのは、エッフェル塔、ルーブル美術館、セーヌ川、シャンゼリゼなどなど数え上げればきりがないでしょう。パリの街並みは、19世紀後半、第二帝政下でセーヌ県知事ジョルジュ・オスマンによって、都市として大改造され現在の街の形に整えられました。それ以降、数々の侵略や革命、戦争に巻き込まれながらも、都市としての美しい姿を磨いて来ました。その間、様々な人種や文化が入ってきます。多彩な民族が流入すると、その人たちが日頃食べている料理も一緒にパリにやって来ます。超個性的な味の料理も多分あったのでしょうが、パリの人に受け入れられた美味しい料理は、その後街に根ざし、市民にとっての郷土食となっていきます。パリは芸術の都とともに、食の万国博開催地でもあるのです。その中でも特にアラブ系の料理は、油がしっかりと使われたフライ系の料理が多く、その香ばしい香りも手伝ってか、地元の人ばかりでなくその地を訪れた観光客にとっても人気の料理となっています。特にトルコの料理は群を抜いて人気があります。私の個人的なオススメとしては、トルコ風サンドイッチとも言えるドネルケバブです。これは、店先でドラム状に積み重ねた肉の塊を通行する人にもよく見えるように、ゆっくり回転させながら焼き、程よい焼き色が着いた部分を細長いナイフで削ぎ切って、スライスオニオンやフライドポテトとともに薄く焼いたお好み焼き風の皮に包んだいわゆるB級グルメです。どちらかというとヘルシーではない料理なのですが、ボリュームがあるのに価格が安いせいもあるのか、パリ大学近辺のサン・ミッシェルあたりでは学生定番の軽食となっています。 
 [image: 【歯が痛くなるくらい甘いタルト：フランス・パリ】]

フランス人は朝食に甘いパンを食べる人が多い。日本人は基本的には、ご飯に味噌汁という感覚だから、フランスに来てしばらくは違和感を感じていた。しかし実際に超甘いパンを朝食に食べると糖分が脳をカツンと刺激して、目が覚めるというかその後の体が動きやすい。なんとなく納得する。 
 
 
 




パリの浅草


 パリの浅草　モンパルナス駅周辺 
 パリの下町であるモンパルナスには、不思議な魅力があります。もともとこの地区は、北アフリカやスペインからの移民や労働者が、不安を抱えながらもパリで豊かな生活を目指してやってきて、初めて降り立つSNCFのモンパルナス駅、日本で言うならば上野のような駅なのです。したがって、駅周辺には安ホテルがあり、なかなか売れない画家が道端に自分が描いた絵を並べて、日がな一日時間をつぶす通りもある、一種独特の雰囲気を持つ地域です。シャンゼリゼ大通りやオペラ座周辺とは、違ったパリがそこにはあります。画家のシャガールやモディリアーニもそんな食えない画家の一人でした。現在、大通りにはファーストフード店や観光客目当ての土産物屋、SEXSHOPや、国際電話をするための専用電話屋さんがあったりと、あらゆるものがミックスされた猥雑な雰囲気があります。しかし一歩裏路地に足を踏み入れると、昔ながらの移民の祖先たちの生活ぶりを垣間見ることができます。またここには、今でも賛否両論の交わされるモンパルナスタワーがあります。これは、1973年に古くなったモンパルナス駅を改築して建てられた高さ210m、59階の超高層オフィスビルで、古き良き都パリの中でニョッキリそそり立つ建造物です。個人的な意見としては、「なんでこんなところに…」という思いもあるのですが、まあエッフェル塔にしてもパリ万博の際に建てられたノッポの建造物ですから、時代と流れといったことなのでしょう。いずれにせよ世界の大都市パリの不思議な魅力がある地区としてモンパルナスはこれからも変化していくのでしょう。 
 [image: 【オープンマーケットは活気がある：フランス・パリ】]

緩やかな坂道を上るようにつながるパリのムフタール市場。例えるなら日本の下町商店街。パン屋、肉屋、チーズ屋、香辛料屋、果物屋、八百屋がにぎやかな呼び込みの声を張り上げている。 
 




ウィーン楽友協会


 オーストリアの首都であるウィーンは、言わずと知れた音楽の都です。モーツァルト、ベートーベン、ヨハンシュトラウスなどキラ星のごとく世界的に有名な音楽家が暮らした街です。20世紀前半、フランツ・ヨーゼフ1世が行なった大規模な都市改造計画で整備されたウィーンは、安全、健康、教育、交通の利便性など様々な基準からランク付けされる、マーサーの「世界で最も住みやすい都市」において、幾度もナンバーワンに選ばれています。リングと呼ばれる環状道路沿いには、歴史的建造物やモニュメントが並んでいます。日本人にとっても大変人気のある都市ですから、世界中から多くの観光客がこの街を訪れます。とくに街の中心部から少し離れたところにあるハプスブルグ家の居城シェーンブルン宮殿は、オーストリア＝ハンガリー帝国の権力の繁栄を今でも実感できる華麗で絢爛豪華なお城です。世界遺産にもなっているこのお城では、毎年夏に宮殿の庭園でウィーン・フィルの大規模なサマーコンサートが開かれ、多くの国から観光客が押し寄せます。このお城のコンサートの人気の高さもさることながら、市の中心部にも多くのコンサートホールがあります。一番有名なのは、ウィーンのオペラ座ですが、個人的にオススメしたいのは、ウィーン楽友協会（Wiener Musikverein）です。収容できる観客数は少ないものの、中央の入口からレセプションに至るエントランスホールは、19世紀の後半に建てられた雰囲気そのままの天井壁画が素晴らしく、かの帝国が全盛だった時代へタイムスリップできる、観ても聞いても素晴らしいクラシックの殿堂といえます。 
 [image: 【ウィーン楽友協会：オーストリア】]

ウィーン楽友協会（Die Gesellschaft der Musikfreunde in Wien）は、1812年に設立された、オーストリア・ウィーンにあるクラシック音楽関係者による団体の建物。団体の正式名称は。日本では「楽友協会」と呼ばれることが多いです。内装、外部も装飾はなんとも豪華で、演奏を聞く前に目でも楽しめるなんとも贅沢な建物です。 
 
 
 




EUの国々の国境事情


 ヨーロッパでの列車旅行は、国同士が陸続きでお互い接しているため、知らず知らずのうちに国境を超えていたということがよくあります。とくにユーロ経済圏の導入によって、国境をさらに簡単に行き来ができるようになりましたし、違う国に行っても同じお金が使える便利さは、考える以上に暮らしやすものです。私のスペインの知人は、給料の良いドイツへ出稼ぎに行って、同程度の仕事に対してスペインの1.5倍もの給料を手にして、ふるさとの家族に仕送りするということも普通にできます。このようなボーダーレス化によって、民族の行き来も活発になっています。その反面、北アフリカからの出稼ぎ労働者に対する取り締まりは厳しく、特にスペインとポルトガルがあるイベリア半島からフランスへと入国する際は、今でも入国審査があります。私たち日本人に対する審査は、ほとんどフリーパスですが、アフリカからやってきたと思われる人たちに対しては、手荷物検査や尋問が、かなり時間をとって行なわれている現場に遭遇します。そのような事情はあるものの、国境を列車で超える旅は、魅力的です。ヨーロッパの人たちは、服装や顔を見るだけでどこの国の人か分かるようで、何気なくあいさつも自国語やEU共通語でしています。ちなみにヨーロッパの公の会議での公用語は英語、フランス語、ドイツ語ですがフランス語のあいさつはその中でも多いように感じます。列車の中で降車駅に着くまでの間、楽しく会話できるようになれば一端のヨーローッパツーリストといえるでしょう。 
 [image: 【イタリア人の姉妹：イタリア・ローマへの列車にて】]

島国の日本では、列車に乗ったまま違う国に移動するなんてことはないが、ヨーロッパでは、長距離旅行を列車ですれば普通にある。１９７９年当時は国境で一旦電車は停車し、パスポートの検閲がある。この子供達は、フランスからイタリアに帰る途中でした。笑顔が可愛いです。 
 
 
 




マイペースで美しいスイス


 
 マッターホルン、アルプスの少女ハイジ、精密機械の国といえばスイスです。国土は小さく、険しい山々が連なる地理的環境は、ヨーロッパの中で決して恵まれている方とはいえませんが、世界に確たる永世中立国としてその存在は際立っています。自国の経済的、政治的、軍事的中立性を頑固に守っている国で、外国から一目置かれた国でもあるスイスには、世界的な政治機関の本部も多くあり、国際オリンピック本部もこの国にあります。あくまでマイペースで、国連に加盟したのは2002年で、190番目というかなり遅い時期だったということも中立国スイスらしいといえるでしょう。国境に接する国全てが、ユーロ経済圏に参加し、共通通貨のユーロを使っているのに対し、スイスは、今だに自国通貨のスイスフランを流通させています。しかし、実際に暮らしているスイス人と接してみると、決して意固地ではなく、腹の中には「唯我独尊」という覚悟はあるものの、出来ればみんなと仲良く関わりたいというコミュニケーション能力が他の国の人よりは優れています。また美しい国を守るという国策もあるでしょうが、スイス人は大変キレイ好きで、道路にはゴミがほとんど落ちていませんし、家の窓辺にはいつも美しい花が飾られています。それに加えて美しいアルプスを望む風景は美しく、特に晴れた日にレマン湖から見るモンブランは、アルプスの女王という言葉がぴったりです。ヨーロッパの他の国と比べると物価が少々高いのは旅行者にとって気になるところですが、チャンスがあればじっくりと訪れたい国です。 
 [image: 【どこを写しても絵葉書：スイス・ジュネーブへ行く列車】]

スイスを列車で移動するときは、フィルムが何本あっても足りません。今のカメラは、記憶媒体がSDカードやスマートフォン本体だから関係ないけれど、フィルムの時代は、残りの枚数を気にしながら撮影しないといけなかった。 
 
 
 




ビール大好きのドイツのお祭り


 最近は第三のビールが登場するなど発泡酒の人気が高く、値段が350mlで100円を切るオリジナルブランドも登場して、価格のお手ごろ感が人気のポイントでしょう。ビール本来の美味しさという意味では、発泡酒より従来のビールに軍配が上がるのでしょうが、昨今の家計の事情では、まず安い、次に旨いというところが正直なところです。ヨーロッパでも発泡酒は人気が出つつありますが、まだまだ従来のビールが売れているようです。ビールの本場ドイツでは、日本をはるかに超える様々な銘柄の地ビールが昼食時から飲まれていますし、各地で開かれるビール祭りは、どこも大変な盛り上がりをみせます。その中でもドイツ南部の工業都市ミュンヘンで開かれるビール祭りは世界最大で、200年以上の歴史を誇っています。通称オクトーバーフェストと呼ばれるビール祭りは、1810年10月のバイエルン王国の皇太子の結婚式のお祝いが起源となっています。その後もこのお祭りだけは開かれるようになり、9月中旬頃～10月第一週の週末まで、ほぼ2週間にわたって開催されています。世界中から観光客が訪れるこのお祭りは、確かに世界一の規模で、東京ドーム9個分の広さにもなる会場には、巨大なテントが張られ、その中にはテーブルがずらりと並んでいます。テーブルの上は、ソーセージやジャガイモを使った地元料理が盛られ、ドイツの美しい民族衣装を身にまとったビール嬢が、巨大なビールジョッキを一度に何個も握ってテーブルの間を縫って、お客さんにどんどんビールを届けます。ビアホール会場のテントの外では、パレードも行なわれ、まさしく徹頭徹尾ビールのお祭りが夜遅くまで繰り広げられます。 
 [image: 旅の友　※フランス　オルレアンの安宿]

移動に伴う常備食というか、食べ物の確保は必須です。パン、チーズ、オレンジ、瓶入りのピクルスは、瓶を捨ててビニール袋に確保、あとはビスケットやサラミソーセージ。ハムは常温では悪くなるので塩気の強いソーセージが常備食。 
 
 
 




低いところが高く、高いところが安い


 特に外国を旅をしていると、不思議だけれども理由を聞いてみると大変納得するといった場面に出会うことがあります。それは、習慣であったり料理であったりと様々ですが、フランスの南部の地中海に面する港町で見聞きした青空市場もその一つです。神戸や長崎もそうですが、良港と呼ばれる街は、海岸線まで山が迫った地形になりがちで、マルセイユもやはり坂道の多い街です。昔から港として栄え、その起源は、紀元前600年まで逆上ります。歴史を感じる整備された歴史ある街並みは、どこを歩いても絵になります。また歴史的建造物もさることながら、この街では、他の都市と比べると遥かに安い値段で、ブイヤベースをはじめ新鮮な魚介類を使った地中海料理を食べることができます。港際では、客が揚がったばかりの魚を直接選び、向かいのレストランで料理してもらうといった究極の地産地消も体験できます。地中海式の穏やかな気候で育った野菜も豊富で、坂道には多くのオープンマーケットが立ち並びます。この坂道に広がるマーケットで不思議なことは、商品の値段です。例えば坂の麓にあるお店では、1個100円のりんごが、坂を登ると徐々に安くなります。坂の一番上の店では1個30円くらいで買うことができます。理由はシンプルです。坂の上のお店で買い物をするには、わざわざ坂を登らなければ買えないわけですから、そのためには「安さ」を売りにしなければお客さんはやってこないのです。しかしそうなるとお客はみんな安いものを買うために坂を登るかというとこれがまたよくできています。もうひとつの安さのカラクリがあります。坂の下の値段が高いお店で売れ残ったリンゴは、実は坂の中ほどのお店に半値ほどで卸されます。さらに坂の途中のお店で売れ残ったリンゴは、そのまた半値で坂の一番上のお店に卸されます。坂の麓のお店のリンゴは新鮮だけれども高く、坂の中ほどのお店のリンゴは、麓のお店のリンゴよりは新鮮でないもののお手ごろ価格で、一番上のリンゴは、新鮮ではなく傷があったりシワもできるくらいのリンゴだけれども激安という商品と価格の関係です。したがって下の店も上の店もお互い共存しています。お客さんは、その日のお財布の中身と相談して買い物をできるという実に合理的で無駄のない販売システムです。もちろん私が贔屓にしているお店は一番上のお店です。 
 [image: 【ノートルダム・マルセイユ寺院　フランス　マルセイユ】]

ノートルダム寺院といえば、パリが有名ですが、フランス各地にも同じ名前の教会があります。マルセイユのノートルダム寺院は、丘の上に建ち市内のどこからでも見えるようになっています。 
 
 
 




デルフィの神託


 ギリシャにデルフィという小さな町があります。かなり大きい地図でないと見つけることもできない町ですが、中学校の教科書に載っている有名な遺跡があります。今から6000年以上も前からデルフィの神託と言われる神からのお告げを求めて、ギリシャ各地からはるばるこの地を訪れる人々がいました。実際に訪れてみると、かなりくたびれた駅舎には鶏が走り回る山がちの小さな集落といった、なんとものどかな町です。生活するにはかなり厳しい条件で、岩山の比較的平らなところに町がへばりついているといった感じです。遠くにはイオニア海も眺めることはできますが、向かいに連なる岩山と谷間にオリーブ畑が広がる荒涼とした風景です。神託を授かったとされる神殿跡を訪ねてみると、ギリシャ時代に使われていた楕円形の競技場や神からのお告げを聞くために建てられたと思われる半円形の神託場など、静かではありますが、ギリシャ時代の人々が救いを求めた、古代から繋がるパワースポットだったわけです。今でも鉄道は1日数本しか通っていない場所ではありますが、世界各地からここを見たいと思って訪れる観光客がいることを考えれば、訪れるというよりは、導かれてやってくるというほうが正しいのかもしれません。夕暮れになるとこの遺跡はさらに神秘さを増します。周りの岩山が赤く染まり、糸杉の林は、夕日を浴びて炎のようにも見えます。このようなへんぴな場所に神殿が建てられた理由に納得する瞬間です。日が西に沈み、満月が東から昇ると、神殿は月明かりに照らされます。今でも神々が宴を開いているような幻想にとらわれます。1987年に古代デルフィの遺跡は、ユネスコの世界遺産（文化遺産）に登録されています。 
 [image: 神々の棲む山　※ギリシャ・デルフィ]

デルポイは、古代ギリシアのポーキス地方にある聖域で、パルナッソス山のふもとにあります。この地は、古代ギリシア世界においては世界のへそと信じられ、ポイボス・アポローンを祀る神殿で下される「デルポイの神託」で知られています。古代デルポイの遺跡はユネスコの世界遺産に登録されています。 
 
 
 




ギリシャ露天商気質


 今ギリシャは、国家的規模の経済破綻の瀬戸際に立たされています。原因は様々あるのでしょうが、古代から幾多の困難を乗り越えてきた国ですから、どこかに再生への道筋を見つけると考えています。ご存知のように、この国は、今から遡ること、6000年以上前には、文化、政治、経済の中心地でした。特に哲学では、人間の生きる価値とはという根源的な命題を初めて取り上げたギリシャ哲学発祥の地です。また建築技術も高度に発達し、今もアクロポリスの丘にそびえるパルテノン神殿を始め、様々な様式の大理石建築にその実証を見ることができます。神殿の麓にはきっと数千年前からあったであろう狭い路地と猥雑な住宅街が密集しています。その道端では多くの露天商が、半分壊れかかったようなワゴンに怪しげな遺跡から掘り出されたと語る発掘品や安物の土産物を観光客の目の前に差し出して、売りつけています。まったく礼儀知らずとも思えるその商法も今に始まったことではないわけですから、ギリシャルールと考えてやり過ごすしかありません。買わないからいらないと言ってもダメです。対応してくれたことに突っ込んで、さらに大きな声で怪しげな商品を押し付けてくるので、買う気がなければ無視することが一番です。しかし、改めて彼らの顔を眺めてみると、彫りの深い哲学者と見間違えるような顔立ちには、世界の知を生み出した、かつてのギリシャ人のDNAを感じざるをえません。もし彼らと、大学の文学部ですれ違ったとしたら、思わず教授と見間違えて、会釈をしてしまいそうな雰囲気のある顔をしています。 
 [image: パルテノン神殿をバックに　※ギリシャ　アテネ]

パルテノン神殿は、古代ギリシア時代にアテナイのアクロポリスの上に建設された、アテナイの守護神であるギリシア神話の女神アテーナーを祀る神殿です。紀元前447年に建設が始まり、紀元前438年に完成しました。なんとも迫力のある遺跡でもう一度訪れてみたい史跡です。 
 
 
 




さりげないヨーロッパの親切


 私の個人的な感じ方かもしれませんが、ヨーロッパでは、初対面の人であっても気軽に会話ができるので、島国育ちの私は、大陸の人のコミュニケーション能力の高さに少々あこがれます。しかも若者がお年寄りに対して敬意払う姿は、感心さえします。パリの地下鉄に乗っている時のことです。お年寄りと20歳代の青年が、フランス語で楽しげに話しているのを見て、おばあちゃんと孫という風に察しました。横顔を比べると鼻の形がよく似ているなと思い、ぼんやりその様子を見ていました。オペラ座近くのアメリカンエクスプレスに用事があったので、パリの地下鉄のオペラ座駅で下車すると、彼らも一緒にメトロを降りました。相変わらず会話を弾ませながら歩いていきます。オペラ座の駅の構内はとても広く、オペラ座正面の出口までは結構歩きます。その間、青年はおばあちゃんのスーツケースを引き、歩調をあわせて歩いています。最後にやっかいな重い出口のドアを開けると急に空が広がり、オペラ座のドームの先に輝く金色の像が目に飛び込んできます。青年はおばあちゃんの手を引き一歩一歩階段を登っていきます。結構人ごみがあったので、私も彼らの後を進むしかありません。やっと階段を登り終わると、前の二人は顔を見合わせ、青年はおばあちゃんにカートを手渡します。彼は力こぶを作って、どう、僕って強いでしょ？という風にポーズを作ると、おばあちゃんも微笑んで、「とても助かったわ」と彼の腕を軽く叩きました。私が、おや、ひょっとしてこの二人は家族じゃないのと考えていると「チャオ、オルボワール（じゃあ、さようなら）」とおばあちゃんはカートを引いて右の横断歩道を渡り、青年は、その反対側へ渡って行きました。私は、このさりげない会話とお互いへの他人ぶらない上手な距離感に感銘を受けました。大げさではなく、といって心のこもったおばあさんへの親切、親切されたからといって媚びないおばあさんの年配者としての態度は、生きた教科書として今も私の心に残っています。 
 [image: 列車で同席すれば会話も進む　※イタリア・ベニスへの列車内]

イタリア人の人懐っこさは、なんとも羨ましく、同じコンパートメントに同席すればほぼ家族同然。食べ物食えや果物あるぞ、ワインはどうかと、まあ賑やか。私はイタリア語は全くわからないので、会話には参加できないけれど楽しいことこの上ないです。 
 
 
 




同性愛もひとつの愛の形


 最近では、日本でも男性同士で腕を組み、ひと目でお互いを愛し合っているとわかるようなカップルに出会うことも少なくありません。既にアメリカの幾つかの州では、同性同士の結婚が認められている時代ですから、日本にその流れがやってくるのも不思議ではありません。かつては背徳の愛であった同性同士の恋も、徐々に市民権を得ています。私がヨーロッパを旅行するときも、時々同じような二人連れを見かけますが、かつてのように立ち止まって見てしまうといったこともありません。このように冷静でいる自分は、やっぱりグローバルな人間になってきたなと考えるようになったある日、列車の中で忘れることのできない一言に出会いました。デンマークのコペンハーゲンからパリに戻ってくる途中の列車で、30歳前後のドイツ人男性とコンパートメントの座席で同席しました。最近は昔と比べると随分減ったものの、6人掛け、8人掛けの個室になったコンパートメント形式の車両は今だに健在で、運が良ければ、貸切状態でゆっくり旅を楽しめるため、私は利用することが多いです。しかも対面で座りますから同じ方向へ旅をする人たちと会話も楽しめます。さて彼と、旅やそれにまつわる話をしていると、突然「お前は、男性とでセックスをしたことがあるか？」という質問をしてきました。自分がホモセクシュアルではないと答えると「なぜしないんだ？」と更に聞いてきます。私が「したくないものをしないのは、全く問題ではない。」と答えると、彼は驚いて「君、なんでもチャレンジだ！やってみないとわかんないだろう!?」と反論します。私は、そんな答えがあったのかと逆に驚きました。残念ながらその時は、「じゃあしてみよう。」という答えにはなりませんでしたが、世界には様々な価値観があるのだなと旅のデータベースに強烈に刻まれた一言でした。 
 [image: カップルでの旅行はいいね ※ノルウェー　ストックホルムへの列車内]

ヨーロッパは、レディーファーストであり、男性は女性に対してとても細やかな心遣いをします。しかもさり気なくスマートで、その振る舞いは大変勉強になります。 
 
 
 




旅先に潜む危険な状況


 安全な場所は昼間にわかる 
 人が旅を好きになったり、その町を再び訪れたいと思う理由は様々です。その逆もまた然りで、お人よしの日本人は、世界各地でドロボーのターゲットになりやすい国民といえます。やはり島国で昔からほとんど外国から侵略された経験がないため、微妙にガードが甘く、人を信じやすく、背後にスキがある国民性と言えます。私がローマに滞在中に一人の日本人旅行者と出会いました。彼曰く「ローマなんて二度とくるものか！」とガッカリしているのでそのわけを聞いてみると、昨夜遅くにローマに到着し、人の良さそうなタクシー運転手に誘われて、ホテルに連れて行かれたそうです。それからなんとなくその運転手と場末の酒場で、安ワインを飲んでホテルに戻ると、長いフライトのせいもあってか、荷物も適当に部屋に置いたままバッタリとベッドに倒れ込むように寝てしまいます。翌日、目が覚めてみると知らぬ間に路上で寝ているではありませんか。初めはこの状況が理解できずに頭が混乱し、前夜のことをよく思い出してみるとワインを飲んだことまでは記憶にあるのですが、それからあとのことは霧の中です。周りを見渡すと、すっかり中身を抜き取られた自分の旅行トランクが、無残にも放置されています。カメラや腕時計などの貴重品と虎の子のトランクに隠しておいた日本円もすっかり抜き取られ、無残にも布張りの内側はビリビリに引き裂かれた状態です。彼は逆上し、警察署に飛び込みますが、彼の拙いイタリア語では状況をうまく説明できず、イタリア語を話せる日本人が呼び出され、事情聴取となったそうです。被害届は出されたものの取調官からは、「戻る確率は非常に低い」と告げられます。彼は全く納得ができず、食い下がりますが、立ち会った日本人から「外国では、自分の身は自分で守らないと、とてもではないけれど一人旅はできませんよ。」と諭され、着の身着のままで、とりあえず残っていたクレジットカードで支払える安心して泊まれるホテルを紹介してもらったそうです。彼は被害者ですから一番かわいそうなんですが、運が悪かったというしかありません。と同時に見知らぬ都市で宿を探す時は、明るい時から探すべきであるという教訓を、この事件は教えてくれます。昼間であれば、おおよその雰囲気で、危険かそうでないかをある程度判断できるからです。私は、通りに老人が出ている、子供たちが遊んでいる姿があるかどうかを観察しながら、歩きます。というのも老人と子供が通りにいる地区は、今までの経験上安全である可能性が高いからです。 
 [image: 白夜の真夜中4時 ※スウェーデン　北極圏から南下中]

北極圏はニ度訪れました。まだ冬の３月と白夜が始まった７月でした。白夜の季節にはほぼ夜中の12時が夕方くらいの明るさです。真夜中の1時には日が昇り始めます。一日中明るいと体内時計の調子が狂います。 
 
 
 




バスの回数券が教えてくれたこと


 旅先での親切ほどありがたいものはありません。例えば道に迷って近くの人に聞いてみて「向こうの交番で聞いてください。」と対応されるか「あなたが地図を持っているなら、教えてあげましょう。」では、かなりその街に対する印象は違ってきます。それは国が違っても同じ事です。私がフランスのマルセイユを旅していた時のことです。町外れのユースホステルから市の中心部に向かうために、バス停でバスを待っていた時のことです。一緒にバスを待っている人は私を含めもう一人、おばあさんでした。なにか品格を感じるとても姿勢の良い女性でした。その彼女が、私に近づき何かを差し出します。私が彼女の手元を見ると、それはバスの回数券でした。突然のことで彼は戸惑ってしまいましたが、「私はお金を持っているので大丈夫です。」と答えました。「いいのよ、あなた旅してるんでしょ。これ使いなさい。」と笑顔で回数券を渡そうとします。「では、その回数券の金額を払います。」と答えると、「そんなことしなくてもいいわ。私はここに住んるし、あなたは旅行者でしょ。あなたが自分の国に戻って、もし困っている旅人に出会ったらその人に親切してあげなさい。そうすれば、その親切はいつか世界をめぐって私のところへ戻ってくるわ。素敵でしょ。そう思わない？もちろんその頃には、私はこの世にいないかもしれないけれど、私の孫がどこかでその親切を受け取ることができると想像すればワクワクするでしょ。そう思わない？」と笑って私に話しました。その目の覚めるような言葉は、私の親切という行為に対する考え方をまったく変えてしまいました。帰国後、私は街中で困っている旅行者を見ると進んで声をかけ、助言するようになりました。私がおばあさんに受けた親切はたった一回だけでしたが、私はあの時に受けた親切を次の旅人に渡すために、今でも声をかけています。私が受けた親切は、いつか必ずあのおばあさんの住むマルセイユへ戻っていくのでしょう。あの時にお金のやり取りだけで終わっていれば、それまでのつながりだったのでしょうが、おばあさんの一言は、親切な心を今でも世界中を繋いでいます。 
 [image: ヒッチハイクで拾ってくれた大学生 ※フランス　マルセイユ]

「縁は異なもの味なもの」ということわざは、旅の途中ではそれを特に実感するものです。カルカッソンヌからマルセイユに向かう列車の中で知り合ったマルセイユの大学に通う女子大生から自宅の夕食に誘ってもらうということもそれでしょう。彼女の家族は父親がSNCFに勤める職員住宅でした。 
 
 
 




クスクス


 多分ほとんどの人がそうかも知れませんが、私もいわゆる粉モン（小麦粉を使った料理）が好きです。大阪の人が、御飯のおかずにお好み焼きを選ぶというところまでは、まだ辿り着いてはいませんが、うどんやラーメン、たこ焼き、パンなど数え上げたらきりがありません。大阪の人と並び立つ粉モン好きは日本ばかりではありません。イタリアでは、ピッツァ、パスタ、マカロニなど日本人のルーツと繋がっているのではないかと思えるほど小麦粉料理を愛しています。しかも世界中でこれらの料理が愛されているのですから素晴らしいですね。ところでクスクスという粉モンをご存知でしょうか？まだ日本ではあまり馴染みがない食材です。原産とされているのは、北アフリカで、平たく言えば、つぶ状の小麦玉といえるでしょう。玉とは言っても直径は1mm程度です。発祥の地は北アフリカですが、そこから地中海貿易で伝わったフランス、イタリアなどのヨーロッパ、さらには移民と一緒にアメリカやブラジルなど世界の広い地域で食べられています。料理法はいたって簡単で、乾燥したクスクスを蒸すだけです。粒の大きさが小さいですから、数分で調理完了です。蒸しあがったクスクスにスープをかけて食べます。スープの具材としては、スタンダードな野菜と煮込んだミートボールであったり、よく煮込んだチキンやビーフがあります。といっても小麦粉でできたお米のようなものですから、カレーや味噌汁をかけてもいいわけです。個人的には、これからブレイクするのではないかと思っています。 
 [image: 凱旋門を望む フランス　パリ]

エトワール凱旋門は、フランス・パリのシャンゼリゼ通りの西端、シャルル・ド・ゴール広場にある凱旋門で、その通りの反対側にはコンコルド広場があります。ナポレオンの命令でオーストリア・ロシア連合軍に勝利した記念として、翌年の1806年に建設が始まり、30年後の1836年に完成しました。 
 
 
 




トルティーヤ事情


 今、世界の穀物事情は、かなり熱くなっています。ここ数年続く天候不順によって、いわゆる世界の穀倉地帯が大きな被害を受けています。投機マネーが先物穀物市場に流れ込んで市場を跳ねあげています。そのうち大好きなラーメンやうどんが高級料理にならないことを願ってやみません。日本でも小麦を材料として使う料理は数多くありますが、世界全体の歴史としてみればヨーロッパや中東のほうが先輩格でしょう。パンは小麦で作られますし、パスタやマカロニもそうです。世界中で種類は違えども注文するとほぼ同じ物が出てきます。寿司やギョウザにもほぼ標準形があります。しかし、トルティーヤという料理に限っては、少し事情が違います。日本でよく知られているトルティーヤは、とうもろこしの粉をすりつぶし、薄く丸く伸ばして焼いたメキシコ料理の食材です。メキシコでは主食として激辛のディップを乗せて食べたりします。ところがスペインでトルティーヤを注文すると、全く違ったものが出てきます。簡単に言うとじゃがいも入りの卵焼きです。日本のそれとは違い、フライパンで丸く形作られた卵焼きで、具材として蒸かしたジャガイモがゴロゴロ入っています。日本では、卵焼きは「焼く」ですが、スペイン風卵焼きはほとんど「揚げる」です。といっても油の中に放り込むのではなく、多めのオリーブオイルをフライパンに引き、そこに材料を投入するという焼きと揚げの中間といったほうが良いかもしれません。味付けとしては塩のみですから、食べる時にさらにオリーブオイルをかけたり、コショウをふる人もいます。パリパリのメキシコ風トルティーヤを注文したつもりが、どーんと目に前にお好み焼き風の卵焼きが出てくると戸惑いますが、いずれも甲乙つけがたしの美味しいB級グルメです。 
 [image: 安い食堂があるソルボンヌ大学界隈 ※フランス・パリ]

ソルボンヌ大学があるサン・ミッシェル地区にはサン・ミッシェル広場と巨大な噴水は、パリっ子たちのお決まりの待ち合わせ場所の一つで、直ぐ近くには北アフリカ系の気兼ねなく入れるレストランがワシャワシャと集まっています。Au Bon Couscousというお店はモロッコ料理の「クスクス」がメインのお店でよく通いました。 
 
 
 




パリのコーヒーの値段_その1


 最近日本では、コンビニでも本格的な挽き豆のコーヒーを販売するようになり、安くてコーヒーアロマの香りを楽しめるコーヒーを飲める機会が増えることは、ありがたいです。ほんの十年前までは、家庭で飲むコーヒーといえばインスタントで、お湯を注いでハイ完成という手間いらずの飲み物でした。たまに街中で喫茶店に立ち寄り、少し贅沢に挽き豆のコーヒーを飲むというのが一般的でした。しかし最近では、自宅でもドリップしたコーヒーを飲む人も多くなっています。歴史的にみればヨーロッパのほうがコーヒーを飲む歴史は圧倒的に長く、フランスのパリでは、17世紀にはすでにカフェがありました。日本の歴史で比較してみると江戸時代です。まあカフェの歴史の話は別の機会にするとしても、日本と圧倒的に違うのは、コーヒーの値段です。フランス人には、日本人にとってのお茶のようなものがコーヒーです。日本では、料理屋さんが食事後のお茶の料金まで請求することはほとんどありません。もちろんパリのカフェではコーヒーは有料ですが、日本より遥かに安い値段で飲むことができます。ところでパリのカフェでは、同じコーヒーでも、座る場所によって値段が違うことをご存知でしょうか？よく日本人がパリを観光するときにしてしまう失敗ですが、初めはカフェの店内に座って飲んでいて、天気が良いので外の席に座り直すために移動しようとすると、カフェのギャルソンから「Non,non！」と注意されます。パリでは、同じコーヒーでも、店の外が一番高く、次に店内のテーブル席、そして一番安いのは店内カウンターでの立ち飲みという順序です。パリのカフェに立ち寄る際には気をつけておきましょう。 
 [image: 地中海の空気は心地よい ※フランス　ニース]

フランスの地中海に面するコート・ダジュールは言わずとしれたリゾート地で世界中から観光客が押し寄せる地域です。フランス人は日焼けは気にせず真っ赤になるまで日焼けして、バカンスから戻るとそれを証拠として見せ合いっこします。日本では、日焼けはＵＶカットするんですかど、、。 
 
 
 




パリのコーヒーの値段_その2


 パリのカフェで、座る席によって同じコーヒーでも値段が違うということは、日本では考えられませんが、さらに同じパリでも、中央の目抜き通りのシャンゼリゼと一本裏のあるコーヒーの値段が違うことを知っている人は多くありません。なにせ観光で見知らぬ国を訪れているわけですから、まあベストチョイスで一番美味しくて安いカフェ選びをすることは、なかなか難しいにしても、パリ観光のツーリストインフォメーションとして是非覚えておきましょう。極端な値段を例にすると、ノートルダム寺院そばのパリ大学があるサン・ミッシェル辺りのカフェでは、学生街ということで、エスプレッソ1杯が1ユーロ（≒100円）以下でコーヒーを楽しめます。ところが、先程もご紹介したシャンゼリゼやオペラ座の付近に行くと、コーヒー1杯が5ユーロ（≒500円）を超すという強気の値段で提供するカフェもあります。まあ、パリ中のパリである観光の中心地ということで、椅子を並べていれば、観光に疲れた客が座るという「自動的に売上があがる」立地条件の良さで、値段が高くてもお客は来ます。しかし実際に飲んでみると、下町のカフェのほうが、美味しいコーヒーを飲ませてくれるカフェも少なくありません。たしかに借景として、目の前が凱旋門だったり、木漏れ日の向こうにシャンゼリゼを歩く人々を眺めながら飲むコーヒーは、パリ情緒あふれるものでしょうが、正直な気持ちとしては、「かなり高いコーヒーじゃないのぉ～」と感じる人は、少なくないと思います。まあ、お店を選ぶのは人それぞれの自由ですから余計なお世話なのは十分にわかっていますのであしからず…。 
 [image: 春の明るさは貴重 ※スイス・ジュネーブ]

スイスの春は、地面から春が来る。スイスの公園は、芝生の敷いてあるエリアにクロッカスが植え込んであって、それがポッコリ顔を出して行儀よく並んで咲く。 
 
 
 




パリの流しの歌手


 パリの街には、今でもシャンソンを歌う、いわゆる「流し」の歌手がいます。全盛期と比べてみると少なくはなったのでしょうが、パリを観光中にカフェに立ち寄って一息入れているときに、シャンソン歌手が入ってきて、ラビアンローズやラメールなどライブで有名なシャンソンを聞く偶然があれば、ただでさえパリ好きが多い日本人観光客は、メロメロになります。たまには聞くに堪えない歌手がいたりもしますが、ご安心ください。耳の肥えたカフェのオーナーが、三流の歌い手は叩き出します。まあそれも良い思い出にはなるでしょうが…。シャンソンを専門に聴かせる専門のホールもありますが、情緒があるのは、やはりパリの雑踏の中で聞くシャンソンでしょう。歌い終わると静かに微笑みながら店の中の客にカゴを回します。客はカゴを次々に隣に渡しながら、自分が気に入ったらそのかごの中に小銭やお札を入れます。それそれの客の懐具合と歌の価値に値段をつけてお金を入れます。一周りしたところで流しのシャンソン歌手は、チラリとカゴの中を覗き、満面の笑みになって客に笑顔を振りまいたり、少し悲しそうな笑顔であいさつをしたりとその微妙な表情までエンターテインメントで、最後まで彼らを注視してしまいます。考えていた金額が入っていなかったにしても、彼らはプロですから、店を立ち去る際には、丁寧にお辞儀をして笑顔で店を出ていきます。ケセラセラ（人生なるようになるさ）、これもまた人生という彼らのプロ根性をみると、パリという街に息づく、長い歴史の中で培ってきた大衆文化の奥の深さを感じます。日本ばかりでなく世界中の人がパリを愛する理由なのでしょう。 
 [image: 街角のミュージシャン ※フランス　パリ]

ヨーロッパの大きな街には、人が集まる場所でストリートミュージシャンが気ままに演奏している姿をよく目にします。中でもパリは「芸樹の都」とも言われるだけあって、メトロの駅の構内やマルシェ（青空市場）でも彼らのパフォーマンスを聴くことができます。 
 




駅の別れは悲しい


 以前JRがシンデレラ・エクスプレスというキャッチコピーで「再会する」というシーンをコマーシャルにして話題になりましたが、逆に列車での別れは、離れる人たちの心を大きく揺さぶります。駅のホームで、感動すら覚える別れの場面に立ち会うことがあります。特に長距離の移動になるヨーロッパの夜行列車が出るプラットホームには、もらい泣きしそうな別れがあります。ブーツの形をしたイタリア半島のちょうどカカトの部分にブリンディジという港町があります。南イタリアには、給料の良いフランスやドイツへの出稼ぎに出る労働者が今でもいます。この街は、ギリシャへのフェリー航路があるため、出会いと別れが多い街といえます。私が立ち会った別れは、ローマ方面への夜行列車が出発するホームでのことでした。若い男性が、列車のステップに乗り、見送りの恋人と思われる女性とにこやかに話をしていました。私もその列車でベネチアまで行く予定でしたので、彼らに軽く挨拶をしてステップを譲ってもらい、列車に乗り込みます。コンパートメントの座席に荷物を置いて、まだ数分出発までに時間があったので列車のプラットホーム側の窓を開けると、あの二人はまだ話をしています。私は、しばらくお別れになるんだろうなぁーなどとぼんやりその二人を見ていました。ヨーロッパの列車は、ほとんど出発の際に汽笛などは鳴らすことはなく、いきなり発車します。いよいよ出発の時間が迫ってくると、若者は、ステップを降りて彼女としっかり抱き合って、お別れのキスをしました。ここまでくるともう交わす言葉もあまりないのでしょう。ただただ見つめ合う二人の間には、お互いへの強い思いがあるだけです。いよいよ出発の時刻になると、若者は、列車のドアの一番上のステップまで上がります。彼女はじっと彼を見つめていましたが、無言のまま大粒の涙をこぼし始めます。軽い振動が伝わり、列車は動き始めます。涙を拭うこともなく彼女は、動き始めた列車を歩きながら追いかけます。彼はすでにドアを閉め、窓越しに彼女を見つめています。私は「なんで彼女を置いていくんだ。一緒に連れて行ってやれ」と言ってあげたかったですが、きっと事情があるのでしょう。既に彼女は歩みを止め、列車に小さく手を振って、わずかに微笑みながら速度を上げ始めた列車を見送ります。きっと旅立つ彼には次の目標があり、それに向かって進むのですから、寂しさはあるものの希望もあるはずです。しかし見送ることしかできない彼女は、次の日から彼なしの暮らしを送らなければならないとすれば、寂しいだろうと少なからず同情してしまいました。行ってほしくはないだろうけれど、彼の思いを支持した彼女の健気さを思い出すと、その後二人がきっとうまくいっていて欲しいと今でも時々思い出します。駅の別れは、悲しすぎます。 
 [image: 一人列車を待つ ギリシャ　カラマタ駅]

駅には出会いと別れが交錯し、なんとも言えない雰囲気の空間です。あてのない旅人にとっては、新しい土地を巡る起点となります。 
 
 
 




エーゲ海の青


 私は海の近くで育ったせいもあるのか、海の香りがするとなにか懐かしい気分になります。日本近海の海は、どことなく青に緑が重なったような色合いで、海を渡る風には磯の匂いも一緒に運ばれています。それに比べて地中海の海の色は、もっと鮮やかな青をしています。南フランスのマルセイユやニースの海岸は、丸い小石の砂利が多いので、あまり地中海の青を意識することはありませんが、イタリア南部やギリシャまで南下すると信じられないような青に出会うことがあります。地中海の青と言うよりは、エーゲ海の青と言った方がイメージしやすいでしょうか。ギリシャの首都アテネの郊外にピレウスという港があります。この港は、リゾート地として有名なクレタ島やサントリーニ島への観光フェリーの出航地ですが、近隣の島々を結ぶ生活者のための近距離フェリーも出ています。生活航路ですからフェリーの排水量もあまり大きくありません。そんな島のひとつに、エギナ島があります。近いとは言っても周辺の島に立ち寄りながらエギナ島へ向かうので、一時間程度は乗船しないと島へは到着しません。しかし立ち寄る島々は、実に美しく、定期船に乗船していながら、お気楽エーゲ海クルーズが楽しめます。しかも運賃は手頃なので、穴場の観光ルートといえるでしょう。水深が深くなるとエーゲ海の青もはっきりとは区別できませんが、港の桟橋に着岸するあたりの水深が浅いところでは、まさしく地中海の青、メディタリアンブルーの色を見ることができます。海の中に手を入れると本当に青に染まってしまいそうな色で、その美しさを見たいがためにまた訪れたいと思わせる青です。海底の砂の色が白系のため、「水中から反射する太陽のスペクトルが青の光だけになる」という物理的な理論を抜きに、ただただ美しい青が楽しめます。海に対する意識が変わるほどセンセーショナルブルーと言えます。 
 [image: イタリアへ渡る 　ギリシャ　パトラス港]

イタリアからフェリーでギリシャに渡る船旅は一泊二日のなかなか気分の良いものです。地中海の青とも呼ばれる海の色は日本のそれとは青の種類が違います。日本の海の色が緑がかった青であるのに対し、手を入れると真っ青に染まりそうな碧です。 
 
 
 




ユーレイルパスという便利な旅


 ユーレイルパスという便利な旅 
 ヨーロッパは、訪れたい地域として中高年に根強い人気があります。しかし日本からヨーロッパまでの移動時間が長いことはチョット問題です。地球は飛行機によって、時間的には狭くなったとは言うものの、やはり片道10～11時間くらいかけての移動は少々しんどいです。飛行機はA地点からB地点までの移動では最速です。しかし私はヨーロッパに到着すると、移動に一番良いのは鉄道だと考えています。ヨーロッパについてからの訪問地間の移動に、飛行機を使うツアーが多くなりましたので、前述のよな移動の大変さという話の流れで言えば、飛行機による移動が一番効率的という感じもしますが、私はそう思いません。例えばパリからローマまで飛行機で移動となると、眼下に広がるヨーロッパの風景は楽しめるかもしれませんが、地上での広大な田園風景や地中海の美しい海岸線を楽しむことはまずできません。数時間の差はあるものの列車での長距離移動が実は、旅の思い出としてのポイントが高いと考えています。え？飛行機と列車の差が数時間しかないということに疑問を感じられる方もいるかもしれませんが、実質的にはあまり差がないのです。飛行機だと少なくとも1時間前に飛行場について搭乗手続きが必要です。列車の場合は、出発の10分前ぐらいまで余裕をみて、ほぼ街の中心地にある中央駅に到着後、そのまま列車に乗れば良いです。一方、ヨーロッパの空港は、市街地から離れたところにありますからそこまでの移動時間と、搭乗手続きの１時間前にはチェックインしなければなりません。結局、目的地に到着後も市街地への移動時間まで積み上げると、全体の移動時間には大幅な移動時間の差がなくなります。鉄道の利用には別のメリットもあります。鉄道網が大変発達したヨーロッパでは、鉄道会社が様々な特典付きの周遊券を発売しています。ヨーロッパ全体を網羅するユーレイルパスと言われる鉄道周遊券です。私は、ヨーロッパ版周遊列車切符のユーレイルパスを、あらかじめ日本で手に入れます。このユーレイルパスには様々な割引制度があり、美術館、鉄道以外の交通機関などの割引特典があります。個人的にはヨーロッパの列車の旅は、かなりオススメです。 
 [image: ウィーン西駅 　オーストリア　ウィーン]

日本の駅はそれぞれのホームに屋根が独立して付いていますが、ヨーロッパの大きな駅は、ホーム全体が大きな伽藍で覆われています。かつては石炭で走る蒸気機関車が出す煙を高い位置まで逃がす構造の名残りが、今も残っています。 
 
 
 




伝統が限りなく尊い国


 近代のイギリスの歴史には、蒸気機関車の発明に代表される産業革命が始まった国という工業先進国というイメージや、東インド会社が七つの海を航海して世界中と貿易を始めた海洋国と言うイメージや、議会制民主主義や高福祉国家を世界に先駆けて進めるなど、先端を突き進むというイメージが強い国です。またノーベル賞受賞者を数多く排出するオックスフォードやケンブリッジ大学があり、学問の分野でも世界に大きな影響を与えた国でもあります。ロンドンと言えば2012年に開催されたオリンピックが記憶に新しいところです。ロンドン市内には、個性的な二階建てバスが走り、シルクハットをかぶったままでも乗車できる背の高いタクシーやピカデリー・サーカスなど格式高い雰囲気が街中にあふれています。では市民生活はというと、特にロンドンにおいては、住んでいる場所でその出身の身分を品定めるといった、家を重んじる風潮が今でもかなり強いと言えます。確かに、公爵や伯爵などサーを頭につけて呼ぶなど、大英帝国ならではの国民常識です。ただし、第二次世界大戦後は、様々な社会問題や不況、古い格式などが現在の風潮に合わないといった意見もイギリス国内にあり、かつての繁栄にも微妙な影を落としています。それとは別の意味で個性的な不思議ともいえる感性があり、イギリス人のDNAとも言い切ってしまえる性癖ともいえるでしょう。彼らは、とても古くから伝わる物や家を愛しているということです。日本とは逆で、新築の家をあまり好まず、相当年季の入った家、たとえば100年以上前からある田舎の壊れかかった家が好きだということです。シンプルに言うと随分ガタのきた家を愛するのです。しかも家だけでなく、調度品にしてもガタガタだけれども古いほうを好みます。個人的な嗜好の差はあるのでしょうが、骨董商が繁盛していることを考えれば、国民全体の好みとも考えられます。ロンドン郊外の知り合いの家に行ってみると、穴の開いているイスが部屋の隅においてありました。横目で観察して、粗大ゴミだろうと察し、彼に進められて私はソファーに座りました。すると、彼はその粗大ゴミの椅子に座りました。しかも相当グラグラするようで、恐る恐る穴の開いたイスに腰掛けます。その瞬間私が驚いた顔をすると、彼は言い訳がましく「ヒドい椅子だろう、もうすぐ修理しようと思っているんだけど、なかなか時間が取れなくて…。」と話すではありませんか。私は率直に「そのイスを修理するよりは、新しいイスを買ったらいいじゃないか。」と言うと、今度は彼が驚いて「とんでもない。これはやっとの思いで骨董屋から買ってきたイスなんだよ。これを修理して使うことが、楽しみなんだ。」と上から目線で言い返しました。なるほど、これがイギリスの一面だとカルチャーショックを受けながらも物を大切にする国民性に感動しました。日本に帰国後、週末の粗大ゴミ置き場にあるまだ十分使えそうなイスや家具が山積みされているのを見ると、あの友人がいれば「宝の山だ！」と叫ぶかもしれない想像すると、改めてあの時の彼の顔を思い出して、吹き出しそうになります。 
 [image: 大変古風なB＆B※イギリス　カンタベリー]

イギリスもヨーロッパの国の一つですが、ドーバー海峡を挟んだ島国であるためか、他のヨーロッパの国とは、文化を含め習慣も微妙に違います。イギリスには個人経営の素泊まり朝食のみ付いているB&B（ベッド＆ブレックファスト）というシステムの宿泊施設があります。 
 
 
 




花好きなヨーロッパ人


 かなり花好きな人々 
 高い緯度地帯にあるヨーロッパは、冬が長くその間晴天の日はあまり望めず、鉛色の空が広がっています。そこで人々は、冬を乗り切り、しばらく待たなければならない春を待つために、アパートのベランダで花を育てたり、窓際に鉢植えの花を飾り、生活の華やかさを演出することを楽しみます。日本の花屋さんの店先に並んでいる花を見渡してみれば、バラやチューリップを始め、その多くが海外、特にヨーロッパから渡ってきた品種が多いことでも想像がつきます。ヨーロッパのオープンマーケットに行ってみると、必ずといっていいほど花屋さんが色とりどりの花をワゴンいっぱいに、より華やかに見えるように演出して、カラフルにレイアウトして売っています。花に囲まれて、まるで白雪姫と見紛うほどに美しいお嬢さんがワゴンの花々に差し水をしている姿に出会ったり、いかにも花を専門に育てているといった感じの農家のおばあちゃんが、日当たりの良い店先でゆっくりと店番をしている様子に出会えるなど、花ばかりでなく花に関わる人たちのヒーマンウォッチングもまた楽しいものです。こんなにたくさんの花を売り切ることができるのだろうかと心配にもなりますが、市場を訪れる多くの人達は、花屋の出店の前に足を止めて、品定めをして老若男女問わず、花を買い求めています。特に印象的なのは、花を選ぶ人も花を売る人も笑顔だということです。街中でりっぱな体格の肉屋の職人や大学生風の若い人が小脇に花を抱えて歩いている場面に出会うと、「その花は一体誰のために？」とつい問いかけてみたくなります。一見花とは縁遠そうに見える人が、ニコニコしながら花束を抱えて歩いているの姿を見ると、なんとも微笑ましく、ヨーロッパ人の花を愛する文化の歴史の深さに感心します。 
 [image: シンメトリーの花壇　デンマーク　コペンハーゲン]

ヨーロッパの人たちは花を大変好み、いたるところに花屋さんがあります。個人的な感じではありますが、紫色と白い色を好むように思います。 
 
 
 




ザルツブルガーノッケル


 ハプスブルグ家全盛の時代に洗練されたスウィーツが続々と登場したオーストリアは、今でも老若男女問わず甘いもの大好きな国です。いまでもその末裔たちは、かつての製法に忠実にその伝統を受け継いでいます。ウィーンを中心として発展していったスウィーツ文化は、国内へと広がっていきました。ウィーンに滞在した際に、とあるペンションのオーナー婦人が推薦してくれたのが、ザルツブルガーノッケルでした。名前から想像できるように、クラシック音楽の巨匠であるモーツァルトが生まれたザルツブルグのスウィーツであるザルツブルガーノッケルは、気絶しそうなくらいセンセーショナルなスウィーツなので、ザルツブルグを訪れる予定があるならば、ぜひチャレンジしなさいとかなり熱く勧めてくれました。私が、ウィーンではそのザルツブルグなんとかに挑戦できないのかと訊ねると、ウィーンでは食べることが出来ないという彼女の言葉でした。そこでせっかくオーストリアまで来てこれを食べてみなければ悔いが残るということで、わざわざ電車に乗ってザルツブルグを訪ねてみました。市内の重厚な門構えのレストランに入り、メニューを開いてみると、sweetsのトップにその名前がありました。事前のリサーチなしで来ましたので、少々不安ではありましたが、どんな物が出てくるかと思ったら、果たして超巨大なメレンゲの塊が出てきました。注文の際に「この料理は、二人前からしか作れない」という但し書きがありましたので、その登場をかなりビビりながら待っていました。実際のザルツブルガーノッケルを目の前に見ると、まず「唖然とする」ということが正直な感想でした。高さが楽に20cmを超える巨大なメレンゲは、オーブンで軽く焼いているためでしょうか、頂上あたりはこんがりきつね色に焼き色が付いています。しかもその峰は、3山が連なり、まるでオーストリアアルプスのようです。私の驚きの表情を横目で観察しながら、ザルツブルガーノッケールを運んできた女性は、各自の皿にその塊を切り分けてサーブしてくれます。メレンゲの麓部分が明らかになってくると、甘い香りのするラズベリーソースが皿にたっぷり敷き詰められて、それをまた客の皿に取り分けてくれます。肝心の味といえば、今度は本当に気絶しそうになるくらい甘口のソースとふわふわの甘いメレンゲという、脳天を真正面からかち割られるような甘々な味です。気合を入れて完食はしたものの、しばらくは甘いモノは要らないなという気持ちにさせる、甘党をも唸らせるスウィーツでした。 
 [image: シェーンブルン宮殿：オーストリア・ウィーン]

シェーンブルン宮殿はウィーンにあるオーストリア最大の宮殿で、オーストリア・バロックを代表する建築です。200年以上にわたってハプスブルク家の王宮で、シェーンブルンとは「美しい泉」を意味します。マリーアントワネットの実家でもあります。 
 
 
 




小さな庭


 国民性というものを語るとき、その時代のその国の流行りや、個人の個性から表現されるもの、あるいはそれまで受け継がれてきた伝統から感じられるものなどがあります。家の外観や調度品、自慢の料理や作られている農産物からその国の好みを理解することも少なくありません。私の場合、旅行していて初めに目がいくのは、窓辺の花です。フランスのパリでは、裏通りのかなり年季の入った建物の窓辺に、少しでも日当たりが良くなるようにと、不揃いなハチに植えてある赤いゼラニウムや黄色いパンジーが、ギリギリのところに置いてあったりします。余計なお世話ですが、下を歩いている人に落っこちないかと心配にもなります…。観光に力を入れているスイスでは、まさしく絵葉書そのままに、窓辺のズラリと飾られた花々に圧倒されます。フックにがっちりとした木枠のプランターを引っ掛けて、統一感を考えた花が選ばれ、育てられている窓辺を見ると、自分も含めこの街に来てくれた人に、華やかな気持ちになって欲しいという国際観光立国ならではの心遣いを感じられます。スイスでは学校の家庭科の授業で、花の手入れの方法について習うほどです。南ヨーロッパに下ると、花の種類も変わります。地中沿岸地方は、雨が少ないので、乾燥に強い観葉植物やサボテンが窓辺の直射日光があまりキツくない位置に飾ってあります。たとえばピンクと白が鮮やかなユーフォルビアは、乾燥に強いので人気が高く、鉢植えにされているのをよく見かけます。住む地域の気候に合った花は種類こそ違うものの、花を愛する気持ちは同じです。ヨーロッパの人たちは、それぞれの住宅環境に応じて、スペースの取れない街中ぐらしの人たちは、自分の窓辺を庭にし、郊外の自宅の庭を持つ人たちは、思い思いのレイアウトでフラワーライフを楽しんでいます。 
 [image: フラワーショップに咲き誇る花たち]

溢れるように花屋の店先に並ぶ花たちは、日々の暮らしの中に花を愛でる文化が長年育まれてきたからでしょう。街中では、小さな花束を抱えた男性をよく見かけます。なんとも微笑ましいシーンです。 
 
 
 




不思議な庭


 いずれの国にもお国自慢があります。東京スカイツリーやパリのエッフェル塔のような建物であったり、アメリカのカントリー＆ウェスタンのような文化であったり、ギリシャやローマのような歴史であったりします。特にオススメしたいと力説する人が多い食文化について語ると、自慢度はさらにヒートアップします。言わずと知れた三ツ星シェフのフランス料理やイタリアのパスタ、スイスのチーズなど、これこそオラが国の一番ウマい食べ物だというこだわりは、下手に難癖をつけて否定するとややこしいことになりかねません。そんな中で静かに自慢するモノがあります。それは庭です。オーストリアのシェーンブルン宮殿の幾何学的な庭や、モネの睡蓮で有名な水辺の庭など、それぞれの国のユニークな国民性をよく反映しています。個人的に好きなのは、イングリッシュガーデンです。一見するとただの草っぱらという印象なのですが、自然との調和を計算したレイアウトは、人間が意図するというより植物が一番快適に育つことができるような工夫が優先されます。四季の移り変わりの応じて、季節の花が咲き、実をつける植物であっても、花が咲かない植物であっても調和という観点から落ち着いてその空間を楽しむため、そして毎日眺めていても飽きない庭であることが優先順位第一位となっています。イギリス人の「気位は高いが謙遜する」という気質からか、オープンガーデンとして個人の庭であるにもかかわらず、無料で公開して、さりげなく自慢しているという庭も少なくありません。そんな庭をずんずん奥に進んでいくと、イギリスの代表的な児童文学である不思議の国のアリスに出てくるような迷路が現れそうな錯覚に陥ります。 
 [image: これもイングリッシュガーデンか？　イギリス　フェーバーシェム]

最近では、イングリッシュガーデンという言葉を耳にします。アメリカの絵本作家ターシャ・テューダーの庭は有名です。定義としては、草花や樹木を自然な雰囲気で保ち、人の手を加えすぎない自然美を大切にした、イギリス式の庭園のことです。 
 
 
 




これだから旅は人生なんだ


 インナートリップという旅 
 私にとっての旅とは、見たことをないものを見て、知らないものを知るということが、主たる動機といえます。もちろん食べること、飲むことも旅のエッセンスではありますが、少し離れて俯瞰すると、自分が日々過ごしている場所からワープして、異空間の中で自分の内面を見つめなおすチャンスを手に入れるためだとも言えます。例えれば、白の中で白を識別することは大変難しいのですが、赤の中に白い丸があれば、これは容易に判別することが容易です。つまり日常、日本の中にいると、自分が日本人であるということを意識する機会は、なかなかありませんが、外国へ旅行してみると、周りの人達は外国人であり、自分は異国を旅する日本人であることを簡単に意識することになります。カタコトの現地の言葉で道を訪ねたり、スーパーマーケットで買い物をするときなど、システムや慣習に「へー、この国ではそんななんだ」と戸惑い、感心することも多いです。日本では「これが常識で当たり前」でも、違う国では「それは違って通じない」、この日本と外国の違いを生活するレベルでリアルに理解できる貴重な場と言えるのが海外旅行です。太陽はどこでも平等に地上を照らしますし、お月様は、どこからでも見えるのですが、人が暮らす場所によって感じ方や捉え方も違うということを体験できる素敵なチャンスが旅だといえます。これは日本人である自分自身への旅、インナートリップという自分を再発見する旅≒外国への旅行と考えても良いと思えます。「そんなに哲学的に考えなくてもさぁー、気楽にイタリアでワイン飲めればいいじゃん」という方も、また良しです。あるいは屁理屈好きの旅好きも良しとしましょう。みんな違ってみんな良い海外旅行は、日本人が大好きなイベントであることに違いはないでしょう。 
 [image: 空は広く心も広々※イギリス・ブライトン]

私が初めてイギリスに上陸したのは、ブライトンという観光リゾートの街でした。少し街はずれまで歩くと見晴らしの良い草原にたどり着きます。あの有名な真っ白な崖が遠くに見渡せるなんとも清々しい風景が広がっています。 
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